
んプラン推進会議

令和2年 3月 31日

第 6号

んプランの進捗状況&今後の計画
「丼郷まちづ<リプラン (んプラン)推進会議」は、本年度具体的な取り組み内容の整理や取り

組み主体の絞り込みを中lいにできるところから事業や活動を実施してきました。以下、今年度

の進捗状況と今後の計画を報告いたします。
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方針 策施
具体的な取組内容や取組主体

備 考
令和元年度 令和2年度以降 (予定)

1

発手地
掘 と域
とな活
育る動
成人の

材担
のい

1棒の手や地域の伝統的
行事の継承の推進

小学校への出前講座の実施
棒の手歴史学習講座の実施
盆踊り、天王祭り、秋祭り、秋葉山、
左義長等の行事
行事映像のライブラリ化 交流館での放映

》継続実施

わくわく事業の活用

2ボランティアや地域活動を
支えるリーダーの育成

・パフラン推進会議によるボランティア講座

のPIS催
・ボランティア講座の開催 地域予算提案事業

団
体
や
地
域
を

２

つ
な
ぐ
仕
組
み

づ
＜
り

1 ノ(本オテ
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運動の仕組みの見直し
平成30年度完了 新規登録者の発掘

2地域の小 。中 。高等学校
との連携

地i或 学校協lEl本音Bの本格的運用開始
こどもの居場所づ<り
地i或 コーディネーターの活用

}継
続実施

・部活動支援に向けた試行を検討

登下校見守り隊
音の遊び講師、家庭科学
習支援、社会科地上或学習
の講師他

3地域の企業によるまち
づ<りへの参加促進

お鍬山整備や交通安全立吟
丼郷ふれあい祭り、夏祭り参加 }糸

は続実施 わくわ<事業の活用
。内浜化成、豊信、」A

3
機活人
会躍と
づで人
くきと
りるが

居交
場流
所 し
と

1世代間交流イベントや
転入者を対象とした
行事の開催

。いさとdeフ リマの実施
丼郷交流館、1フラン推進会議主催

。いさとdeフ リマ実行委員会の立ち
上げ及び事業の継続実施

わくわ<事業の活用

2交流館や7AN民館・ 区民
会館などを活用した
地域の居場所づ<り

交流館講座
区民会館 行事 。自主活動
高齢者クラブ行事 }継

続実施  マ■)′
。PC、 1詈 棋、カカケ、
体操、銭太鼓、
マレット]｀ ルフ他

3転入者、子育て 。共働き
世帯、高齢者、障がい者
などをサポートする仕組
みづくり

お助け隊活動
民生委員、自治区のサポート
チョイボラ運動
学習支援、子育て
転入者向けのガイ ドブック

継続実施     呻 .

|お

夏休宿題サポーター
チャレンジゴー
きずなクラブ他

方針 策施
具体的な取組内容や取組主体

備 考
令和元年度 令和2年度以降 (予定)

散
策
路
の
さ
ら
な
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１
魅
力
向
上
と
周
知
の

推
進

1名所旧跡を巡るウォー
キングコースの設定

1丼郷便利帳」の編集 (改訂)作業を編集委員
会を立ち上げ実施
。見直し、追加事項等の検討
。名所・動物・植物等の現地調査
。その他 (ウ ォーキングコースの設定等)

・ 1丹郷便利脹」の編集 (改言」)4F業

を進め、令和2年度中に発行予定
。併せて、デジタル化を検討

りヽ つ ヽ 事 業 の 適 用

晰
■ や

写
●

=

2四季ごとのウォーキング
大会やスタンプラリー
の開催

・コミュニティ会議スホーツ健康委員会主催
の健康ウオーキング大会を毎年開催

。「丼郷便利帳J iFR集 (改訂)委員会において
ウォーキングコース設定 (検討)

‐継続実施
・便利帳発行後に検討を進める
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別
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1水無瀬川の水量確保及
び水質改善の検討

推進会議において、今後の取り組みに
ついて協議したが、まだ結論が出ていない
バイオクラブすいじん (丼上町)と 連携

‐継続協議

‐連携 わ<わく事業の活用

2御船川周辺の自然と
触れ含える場所さがし

せせらぎ広場愛護会と自治区が協力して、
御船川周辺の環境整備を実施

獅 吻 摯
能

わ<わく事業の活用

3ホタルが生息しやすい
環境づ<り

樋田川ほたる愛護会が中|し にヽなつて、
山田川～御船川の水質改善と環境整備を
実施

わ<わ <事業の活用



方針 施 策
具体的な取組内容や取組主体

備 考
令和元年度 令和2年度以降 (予定)

‐
凍
撻
女
彼
い
し
て歩
け
る

1里道の活用など歩道
確保対策の検討

要望がなかつた 必要に応じて検討

辟
一2子どもが安心して通学

できるみちづくり

平成30年度に実施した通学路危険箇所
アンケー ト調査の報告書を作成し、
学校、自治区、団体等に配布 (7月 )

白治区、学校等で交通安全対策
の資料に活用

3道路へ伸びている草本
の切除の推進

・各自治区により回覧チラシ等による周矢□

ハ
い ▼

継続実施

一ｍ

4自動車の速度抑制に
向けた取組の検討

各自治区や子ども見守隊立哨活動の実施
ゾーン30等の周知PRの実施

２
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釈
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“
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1交通安全講習の実施
。各自治区で講習会の開催や各種行事に

交通安全啓発メニューの取込みを実施

2防犯の取組強化
・各自治区や防犯ネットワーク会議による

見回り活動や情報提供、周知活動を実施

颯ヽ3子どもの見守り活動の
促進

各自治区や、保護者によるパ トロール活動
の実施
校区交通安全推進協議会の活動

３
融
腕
離
郡
御
吹
き

1パーク&ノ スヽライドの
活用の検討

。要望がなかった 検討の予定なし

名鉄三河線の廃線跡の
活用の検討

推進会議委員による廃線跡地の現地の状況
を把握するウオーキングを実施  (7/18)
廃線跡地の活用アンケートの実施 (9月 )

人プラン推進会議委員を文」象

猿投台、石野、丼郷の地域会議、メプラン推

進会議が3地区合同で廃線跡地のウォーキ
ングを実施 (2/23)
,プラン推進会議の重点フロジェクトに

位置付け、来年度早々に検言」組織を立ち
上げる

。(仮称)名鉄三河線廃線跡地活用
の検討組織を設置

。令和3年度以B鋒早期に事業の
着手を目指す

地上或予算提案事業
(予定)

海針 施 策
具体的な取組内容や取組主体

備 者
令不0元年度 令不02年度以降 (予定)

‐
銚
叫
議
¨
扱
Ｏ
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1災害発生時の体制整備
及び対処方法の検討

各自治区にて防災訓練を実施。
各自治区の訓練内容及び、課題を整理し
情報共有を実施

。各自治区において適応した防災
活動を強化、実施する方向に転換

2自主防災会と連携した
取組の実施

・ 避難所運営マニュアル整備
体制整備と検討着手    (10月 ～)

。合同防災訓練の総括と課題の整理を実施

。2点を重点に推進
① 緊急避難場所の運営マニュ刀し

整1膚

(令不□2年度は作成、3年度は訓練 )

②今後の3練の在り方方向付け

わくわ<事業の活用

２
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蒙
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心
が
感
じ
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る

要支援者の見守りや
災害発生時の安否
確認などを行う地域
支援者の募集

各自治区の民生児童委員を中心とした
要支援者への対応を実施

活動は一時中断
(運営マニュ列レ整備に専念)

<今後の活動指針>
避難行動要支援者への対応は、
各自治区及び、民生・ 児童委員、
井郷地区自主防災会 (自 治区
白主防災会)との役害」を明確
にし、相互に連携した活動を
推進
関係する各自治区において組長
の役害」をマニュアル化する
包括支援センターと連携して、
要支援者の情報を共有してい<
中で、支援活動を円滑に展開

なお、次年度はさらに各目標ごとの事業及び)舌動を実行してまいりますので、皆さまのご協力をお願いいたします。

また、|プランに関するご質問やご意見等がございましたら、推進会議委員または事務局へお寄せください。

豊田市役所 猿投支所 地域振興担当 〒470-0373豊田市四狙阿東大田70-1
6:0565-45-1214 FAX 45-4824 E― ma‖ sanage―shisho@city.toyota.aichi.jp


